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実践報告 
 
通常学級における支援が必要な児童に対する手立て 
－ユニバーサルデザインの授業づくり－ 
 
脇部 理奈* 
 
【キーワード】支援が必要な児童，ユニバーサルデザイン，授業づくり  
 
1 問題と目的 
1-1 特別支援教育について 
近年，特別支援学校や特別支援学級に在籍している児童生徒が増加しており，通級による指導を
受けている児童生徒も平成 5 年度の制度開始以降増加してきている。平成 23 年 5 月 1 日時点で，
義務教育段階において特別支援学校及び小学校・中学校の特別支援学級の在籍者並びに通級による
指導を受けている児童生徒の総数の占める割合は約 2.7 パーセントとなっている。また，学習障害
（LD），注意欠陥多動性障害（ADHD），高機能自閉症等，学習や生活の面で特別な教育的支援を必
要とする児童生徒数について，文部科学省が平成 24年に実施した「通常の学級に在籍する発達障害
の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」の結果では，約 6.5 パーセ
ントの割合で通常の学級に在籍している可能性を示している（文部科学省，2012）。これを受けて，
中央教育審議会では「特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）」が取りまとめ
られた。これを踏まえ，文部科学省では，通級による指導の対象に LD・ADHD が新たに加えられ
た（平成 18 年 4月施行）。 
 
1-2 インクルーシブ教育と授業のユニバーサルデザイン（授業ＵＤ） 
（１）佐賀県におけるインクルーシブ教育の取り組み 
   現在，佐賀県ではインクルーシブ教育が推進されている。インクルーシブ教育とは，「人間の
多様性の尊重等の強化，障害者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ，自
由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下，障害のある者と障害のない者が共
に学ぶ仕組みであり，障害のある者が『general education system』から排除されないこと，自己
の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられること，個人的に必要な『合理的配慮』
が提供される等が必要」とされている（文部科学省，2012）。インクルーシブ教育の実現におい
ては，児童への支援・配慮が必要になってくると
考えられる。 
   「インクルーシブ教育」は，1994 年のサラマン
カ声明での「万人のための教育」という提言に強
い影響を受けた理念に基づく教育実践である。さ
らに 2006 年 12 月に国連総会で採択され，2008 年
に発効した障害者権利条約では，締約国は「あら
ゆる段階におけるインクルーシブな教育制度」を
確保するとし，自分の生活する地域においてイン
クルーシブで質の高い教育を受けることができる
 
地域環境 
学校環境 
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●子ども 
図 1 特別支援教育の包み込みモデル 
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ようにすると規定している。インクルーシブ教育では，障害のある子どもだけをその対象にして
いるのではなく，困難を感じているすべての子どもたちを学校が「包み込む」ことの実現を目指
している（通常学級での特別支援教育のスタンダード，2010）。（図 1 参照） 
 
（２）授業のユニバーサルデザイン（授業 UD）について 
   ①ユニバーサルデザインとは 
    「ユニバーサルデザイン」は，1980 年代に米国ノースカロライナ州立大学のロナルド・メ
イスによって提唱された。障害の有無・度合いに関わらず「できるだけ多くの人が利用でき
るようにデザインすること」と定義されている。 
    ユニバーサルデザインは，「あらゆる人に利用しやすいデザインである」という視点を軸に，
下記 7 原則から構成されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
②授業のユニバーサルデザイン（授業の UD）とは 
 授業のユニバーサルデザインとは，発達障害がある子だけでなく，すべての子にとって分
かりやすい授業を行うための手段である。授業のユニバーサルデザインには以下の 14 の視点
があり，「活用・習得・理解・参加」の 4 つに分類することができる（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 誰にでも使えること。（Equitable Use） 
2 使う上で柔軟性があること。（Flexibility in Use） 
3 使い方が簡単で，直感的にわかること。（Simple and Intuitive Use） 
4 必要な情報がすぐにわかること。（Perceptible Information） 
5 簡単なミスが危険に繋がらないこと。（Tolerance for Error） 
6 身体的な負担が少ないこと。（Low Physical Effort） 
7 アクセス・利用しやすい十分なスペースが確保されていること。（Size and Space for 
Approach and Use） 
1  クラス内の理解促進 
…「子ども同士の相互理解」や「参加の促進」のために，誰もが活躍できる場面，
助け合う場面，互いの良さが認められる場面などを設定し，子ども同士の良い関
係を築いていく必要がある。 
2  ルールの明確化 
…学校生活のルールや授業中のきまりなどをはっきり示し，暗黙のルールを作らな
いようにする。 
3  刺激量の調整 
  …掲示物や音など，授業の妨げとなる刺激を減らすこと。 
4  場の構造化 
…教室などの場を，子どもたちの特性に合わせて整理整頓すること。 
5  時間の構造化 
 …授業全体の見通しを目に見える形で示すこと。 
6  焦点化 
…一時間の授業で何を教えるのかの焦点を絞り，授業を構成する。 
  7  展開の構造化 
    …授業の焦点化に基づいて授業の展開を構造すること。 
  8  スモールステップ化 
    …目標に届くまでの階段の一段一段の高さを低くして，一歩ずつ昇ってい
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1-3 授業のユニバーサルデザインの実態 
 （1）佐賀県における授業のユニバーサルデザイン 
    佐賀県教育委員会では，ユニバーサルデザイン教育を通して，未来を担う子どもたちが，多
様な個性や違いを理解し，相手を尊重する意識や思いやりの心を育むために，平成 21 年度から
図 2 授業の UD 化モデル 
7  展開の構造化 
…授業の焦点化に基づいて授業の展開を構造すること。 
8  スモールステップ化 
…目標に届くまでの階段の一段一段の高さを低くして，一歩ずつ昇っていけるように
する配慮。 
9  視覚化 
…視覚化されると「消えていかない」「確認できる」ものに変換されるため，認知的
な偏りのない子どもにとっても情報の複合的な提示となり，学習効果を高める。 
10 身体性の活用（動作化・作業化） 
…体や感覚を使った授業を行うと理解が深まる。 
11 共有化 
…子どもがペアやグループで考えを伝え合ったり，教え合ったりすること。 
12 スパイラル化 
…既習事項を随時復習する内容を授業に盛り込む（スパイラル化する）ことで，どの
子にも再理解や習得の深まりの機会をつくることができる。 
13 適用化 
…学んだことを応用したり，他のことに適用したりすること。 
14 機能化 
…授業で学んだことを実生活で使えるようになること。 
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ユニバーサルデザイン教育を実践する推進校を指定し，学校教育におけるユニバーサルデザイ
ン教育の一層の普及啓発を図っている。平成 30 年度の推進校は，小学校 4 校，中学校 4 校，高
等学校 2 校の計 10 校が指定されている。 
 
 （2）実践校における授業の UD の必要性 
    授業の UD を取り入れた授業を行うにあたって，実践校には特に配慮を必要とする 4 名の児
童が在籍していた。 
 
A さん ・声の大きさの調整が苦手で，声が大きすぎて「うるさい」という注意をよく受
ける。 
・落ち着きがなく，常に体が動いている。 
・授業中に突発的に発言をすることがあり，よく教師や友達から注意を受けてい
る。本人は自覚があり，「みんなにうるさい気持ちにさせちゃうから」と人がい
ない方を向いて授業を受けていることがある。 
B さん ・板書をノートに書くことが苦手。できない訳ではないが，自発的にはしようと
しない。 
・集中の持続が短く，よく後ろを向いて友達と話をしている。 
・計算力はあるが，応用になると手が止まってしまうことがある。 
C さん ・気持ちの起伏が激しく，イライラしやすい。 
・初めてすることに対して警戒心が強く，なかなか活動に入れないことがある。 
・授業中に教室を出て隣の空き教室で過ごしていることがある。その際には一人
だけでいるときもあれば，支援員の先生と一緒に過ごすこともある。 
D さん ・読書が好きで，本を読み始めると周りの声が聞こえなくなり，授業が始まって
も本を読み続けることがある。 
・自分を否定する言葉をよく発している。友達のことを傷つけるようなことは言
わない。 
・算数に対して苦手意識が少しあり，分からないからやりたくないと話していた。 
     
本研究では，対象児 4 人が苦手意識のある算数を用いて授業づくりを行った。4 人の児童の
共通する点は，「見通しがないと活動に集中することができない。」「文章よりも絵や動画の方
が理解しやすい。」「友達との意見交換が苦手。」の 3 点である。この 3 点から，本研究では授
業の UD の 14 の視点のうち，主に「5 時間の構造化」，「9 視覚化」，「11 共有化」の 3 点を
用いて授業の構成や教材の準備を行った。 
 
 （3）算数授業での UD 
    算数授業での UD は，「全員の子どもが楽しく『わかる』『できる』ように工夫・配慮され
た，通常学級における算数授業をつくること」と定義することができ，その中には「楽し
さ・参加のしやすさ・わかりやすさ」の 3 つのキーワードが挙げられる（伊藤，2015）。 
「楽しさ」とは，全員の子どもが参加・理解できるようにするためには授業が楽しいことが
前提とされている。「参加のしやすさ」は全員の子どもを授業に関わらせていくために，安心
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して授業に参加できるような工夫・配慮を考えることが必要とされ，「わかりやすさ」は，今
までの授業では分かりにくかった部分を，気になる児童を含めた全ての子どもにとって，分
かりやすくなるように工夫・改善していくことを考えていくことが必要とされている。たと
えば，式と計算の授業においては問題文から場面のイメージがしやすいように，式を立てる
前に関係する絵を提示したり，式を選択式にして提示したりするという工夫がなされ，子ど
もの「わかる」，「できる」を引き出している。本研究では，楽しさと参加のしやすさをまと
めて「楽しさ」と考え，「楽しさ」と「わかりやすさ」を，対象児を含めた全員が感じられる
ような授業づくりを行った。 
 
1-4 目的 
 以上の議論から本研究では，通常学級における支援の必要な児童に対して，算数の授業の中で UD
の視点を用いて楽しくわかる・できる授業を実践することを目的とする。 
 
 
２ 方法 
2-1 対象者 
 A 市内の公立 B 小学校第 3 学年の C 学級に在籍している 32 名（男児 18 名，女児 14 名），D 学級に
在籍している 31 名（男児 18 名，女児 13 名）を対象にした。B 小学校は，地方の市街地に位置する中
規模校である。 
 
2-2 実施期間 
 2019 年 6 月下旬に 4 時間の算数の授業（授業 1/4，授業 2/4，授業 3/4，授業 4/4）を実施し，4 回の
アンケート調査（暗算プリント①～④ふりかえり）を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-3 授業内容・展開    
 「計算のしかたをくふうしよう」『新編 あたらしい算数 2 上』（東京書籍） 
 
6 月 21 日（金） 授業 1/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート①ふりかえり） 
 
6 月 24 日（月） 授業 2/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート②ふりかえり） 
 
6 月 25 日（火） 授業 3/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート③ふりかえり） 
 
6 月 26 日（水） 授業 4/4（3 年 C 学級，3 年 D 学級） 
         授業後にアンケート（暗算ワークシート④ふりかえり） 
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【単元の目標】 
 ２位数どうしの加法，減法の暗算について理解し，生活や学習で用いることができるようにする。 
  授業 1/4：暗算の仕方を工夫して考え，図や式，文章を用いて説明できるようにする。 
  授業 2/4：１００円になる計算を工夫して暗算ですることができる。 
  授業 3/4：学習内容を適切に活用して 100 になる組み合わせを見つけることができる。 
  授業 4/4：２位数どうしの加法と減法の計算の工夫を考え，暗算で計算ができるようになる。 
 
【学習の流れ（全 4 時間）】 
時 学習活動 
1・2 被減数が１００の減法の暗算の仕方を理解し，その暗算をすることができる。 
3 算数的活動を通して学習内容の理解を深め，１００についての豊かな感覚を養う。 
4 ２位数どうしの加法や減法の暗算の仕方を理解し，その暗算をすることができる。 
 
 
【授業展開】 
時 学習活動 教師の指導 評価 
1 ○100-79 の計算の工夫
を考える。 
○考え方を書いたワークシートを書
画カメラで電子黒板に写し，それ
を使いながら工夫を発表できるよ
うにする。 
○計算の工夫を絵や図，式，文
章を用いて書き，説明する
ことができる。【数学的な
考え方】 
2 ○あと何円のものを買
えば，100 円になるの
かについて考える。 
○自分で考えた計算の工夫を発表し，
クラスで共有する。 
○暗算の仕方を説明し，暗算
ができるようになる。【知
識・理解】 
3 ○100づくりかるたを行
い，100 になる組み合
わせを見つける。 
○100 づくりかるたから，2 桁同士の
たし算で 100 になる組み合せがか
るたの他にもあるか考えさせる。 
○学習内容を適切に活用し
て，100 になる組み合わせ
を暗算で見つけることが
できるようになる。【知識・
理解】 
4 ○2位数の加法と減法の
計算の工夫を考え
る。 
○今までの暗算の考え方を黒板に貼
り，自分のやりやすい方法で計算
するように伝える。 
○２位数どうしの加法と減法
の計算の工夫を考え，暗算で
計算ができるようになる。
【技能】 
  
【授業の UD の視点（「見通しをもつ」，「視覚化」，「共有化」）】 
授業の UD の視点 手立て 
☆1 見通しを持つ 黒板の左端に「授業の流れ」のカードを用いて示し，授業がどう進んでいく
のかの見通しを持てるようにした。また，今どの活動をしているのかを確認
できるようにし，児童が安心して授業の参加できるようにした。 
☆2 視覚化 硬貨や駄菓子などを絵で表したり，説明をする際にはパワーポイントを用い
た資料を電子黒板に写したりし，口頭だけではなく視覚的にも理解できるよ
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うな工夫を行った。児童に発表をさせる際にも書画カメラを使い，児童自身
のイラストで説明できるようにした。ワークシートを用いることで，教科書
の内容を絵で表し視覚的理解がしやすいようにした。 
☆3 共有化 発表の形式をペア，グループ，全体と分けた。全員の前で発表することが苦
手な児童でも，グループやペアでは話すことができると考え，すべての授業
でペアやグループでの意見交換を取り入れた。 
 
2-4 アンケートの種類    
 授業のユニバーサルデザインを用いた授業に対しての児童の反応を確認するために，4 回のアンケ
ート調査を行った。暗算ワークシート①・②・③・④ふりかえりの計 4 回である。なお，すべての
アンケートにおいて，記名式で回答を求めた。 
（1）暗算ワークシート①～④ふりかえり 
  児童が授業を受けてどう感じたのかについて 3 つの質問をした。1 つ目は，授業の内容は分かっ
たかについて，「よくわかった」「わかった」「わからなかった」の 3 件法で回答を求めた。2 つ目は，
学習活動に楽しく取り組めたのかについて，「とてもたのしかった」「たのしかった」「たのしくなか
った」の 3 件法で回答を求めた。3 つ目は，授業の感想として自由記述で回答を求めた。 
 
 
３ 結果と考察 
3-1 授業の振り返り 
 （1）C 組の児童に対して，暗算ワークシート①・②・③・④ふりかえりの 3 件法で行った質問の
結果を以下に示す。 
 
表 1 ふりかえり「わかった」の回答結果（C 組） 
  
よくわかった 
 
わかった 
 
わからなかった 
ふりかえり① 21 名（81％） 5 名（19％） 0 名（0％） 
ふりかえり② 23 名（85％） 4 名（15％） 0 名（0％） 
ふりかえり③ 22 名（81％） 4 名（15％） 1 名（4％） 
ふりかえり④ 21 名（81％） 3 名（12％） 1 名（7％） 
  
表 2 ふりかえり「たのしかった」の回答結果（C 組） 
  
とてもたのしかった 
 
たのしかった 
 
たのしくなかった 
ふりかえり① 25 名（96％） 1 名（4％） 0 名（0％） 
ふりかえり② 24 名（89％） 3 名（11％） 0 名（0％） 
ふりかえり③ 24 名（89％） 2 名（7％） 1 名（4％） 
ふりかえり④ 21 名（88％） 2 名（8％） 1 名（4％） 
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＜第一時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・場面設定の説明を実際
の写真を用いて行う。 
・問題文をイラストや図
を用いて表す。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・隣の席の友達に自分の
考えを説明する。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 
 
・電子黒板に駄菓子屋の
写真を映し出すと，全員
が前を向き，興味を示し
た。 
・駄菓子の名前だけでは
反応がなかった児童が，
写真を提示することで，
「そのお菓子知ってい
る」と反応を示した。 
・駄菓子の写真と値段を
共に載せることで，100
円で買えるかどうかを
自ら考え，発言してい
た。 
・100 円の硬貨が 50 円玉
や 10 円玉，1 円玉に形
を変えられることを，パ
ワーポイントを用いて
導入することで，「1 円
玉だと数が多すぎるよ」
と数の大きさのイメー
ジや，100 円玉は形を変
えることができること
を理解していた。 
・問題を電子黒板にイラ
ストと共に示すことで，
児童は手元のプリント
・全部で 4 回の授業である
ことを伝えると，「来週ま
で先生の授業だね」と見
通しを持った。 
・プリントにめあてや問
題，回答欄を作って記載
しておくことにより，「今
からこれを書くんだね」
と何をするのかの見通し
を持っていた。 
・問題を読み終えた後に
「今問題を読み終えたの
で，私は今ここにいま
す。」と授業の流れの矢印
を動かすと，「どこにいる
の？」「今ここだよ，もん
だいのところだよ」「あ，
そっかそこか」と会話を
し，前を向いて話を聞く
姿勢になった。 
・今やることが明確にな
り，時間制限などであと
何分個の活動をするのか
が分かることで，おしゃ
べりの多い R さんや Y さ
んも集中して活動できて
いる様子が見られた。 
・授業導入の際にクイズ
形式での質問をし，全員
が自由に発言できる空
気を作ることで，多くの
児童が発言をすること
ができていた。 
・一人で考えるには難し
いと感じ児童も，他の児
童の発言を聞くことで
解き方を知ることがで
きていた。 
・全体で式を確認するこ
とで，自分から発言をし
ない児童が自信を持っ
てみんなと一緒に発言
することができていた。 
・具体的な解き方の例を
全員で共有することで，
算数に自信の無い児童
もスムーズに活動に入
ることができている。 
・隣の人と考えを伝え合
い，プリントに書き足し
たり友達の考えに興味
を持ったりしている様
子が見られた。 
・前後の友達の考えにも
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ではなく電子黒板の方
に意識が向き，顔を挙げ
て話を聞いていた。 
・黒板に 100円玉とえびせ
んのイラストを掲示す
ることで，式を立てるこ
とが苦手な児童がすぐ
に式を立てることがで
きていた。 
・79 円を 50 円玉や 10 円
玉などで黒板に示すこ
とで，「やってみたい」
「もっと簡単に 79 円に
できるよ」と興味を示し
ていた。 
・考え方を図や式を用い
て書くことの例を黒板
に示すことで，図や式を
使って自分なりに考え
をプリントに書くこと
ができていた。 
・書いたプリントを使って
発表することを事前に伝
えることで，分かりやす
く自分の考えを表そうと
工夫している様子があっ
た。 
 
興味を持ち，お互いのプ
リントをのぞき込んで
いた。 
・隣同士で考えを共有し
た後に全体での共有を
行ったことで，いつもは
発表できずにいた児童
も挙手をしていた。 
・自分とは違う考えに対
し，興味を持って話を聞
いている。 
 
 
＜第二時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・前時の振り返りを図式
化して示す。 
・児童の考えを書画カメ
ラで電子黒板に写し出
し，目で見て理解できる
ようにする。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・自分の考えを隣の人と
伝え合う。 
・クラス全体での発表を
行い，友だちの考えを知
る。 
・みんなの前で自分の考
えを伝える。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・第一時で行った授業の
振り返りを，顔を挙げて
・授業の流れを見た児童が
数名「先生，今日は 9 番
・導入で，前回はどんな解
き方で問題を解いたの
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聞き，「覚えてるよ」と
反応している。 
・黒板に貼った暗算の解
き方を見て，前回の内容
を思い出している。 
・商品の画像に興味を示
し，「それおいしいよね」
と授業とは違う会話を
し始める児童がいた。 
・書画カメラで写された
発表者のプリントを見
て発表を聞いている。 
がないね」と前回と授業
の流れが変わっている点
に対し，反応していた。 
・「先生，矢印はめあてだ
よ」と授業の流れを示す
矢印の位置を教えてくれ
た。 
・プリントの流れに沿って
活動に取り組んでいる。 
・活動時間を意識して取り
組む様子が見られた。 
・授業の流れが分かってい
るため，「この解き方を発
表したい」と次の活動を
意識していた。 
かを発言し，前時の内容
を思い出している。 
・隣の児童と，解き方を書
いたプリントを見せ合
って考えを共有してい
る。 
・お互いに教え合う様子
があった。 
・発表内容に対し，「同じ
だよ」「それもあるね」
と反応が返ってきてい
る。 
・発表を聞くことを退屈
に感じている児童がい
た。 
 
＜第三時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・暗算の振り返りを図式
化して行う。 
・電子黒板にルールをイ
ラストや文で示す。 
・100 になる 2 桁の数字の
組み合わせを黒板に記
しておく。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・100 になる 2 桁の数字の
組み合わせを隣の人と
共有する。 
・全体で発表し，共有す
る。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・第二時の問題のイラス
トを見て，「思い出した」
と前時の内容を思い出
している児童がいた。 
・図式化したものを見て，
「さくらんぼ計算だ」
「虫食いのやつ」と考え
方を思い出していた。 
・授業の流れから，今日の
活動がいつもと違うこと
に気が付いていた。 
・かるたゲームに意識が向
き，暗算をすることより
も勝ち負けにこだわる様
子が目立った。 
・ルールや流れを理解でき
・第一時と第二時で出た
考え方を自由に発言し
ている。 
・100 づくりかるたの答え
を共有し，教え合ってい
る。 
・取ったカードに対し，強
く「それちがうよ」と注
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・ルール説明を全員が顔
を挙げて聞いている。 
・10 秒のカウントが電子
黒板に出ると，「10，9，」
と声に出して数え出す
児童がいた。 
・100 づくりかるたの答え
を黒板に残していない
ため，どんな組み合わせ
があったのかを確認で
きず，困っている児童が
いた。 
ている児童と，理解でき
ていなかった児童の差が
あり，ケンカになること
があった。 
意をする児童が見られ
た。 
・100 になる組み合わせを
全体で共有し，他にはな
いかとたくさん書く児
童が多くいた。 
 
＜第四時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・第 3時までに出てきた暗
算の考え方を画用紙に
図や式でまとめ，黒板に
貼る。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・計算方法について隣の
人と共有する。 
・全体で発表する時間を
つくり，共有する。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・第一時から第三時まで
に出た暗算の解き方を
思い出している。 
・黒板に貼っている暗算
の解き方を見ながら問
題を解いている。 
・書画カメラに映った回
答を見て，発表を聞いて
いる。 
・書画カメラに映った内
容から，「同じ考えだ」
と反応している。 
・活動にスムーズに入るこ
とができている。 
・「今日はここまでいかな
きゃ」と自分で進む範囲
を確認している様子があ
った。 
・暗算の解き方を共有し，
思い出している。 
・式を全体で確認するこ
とで，「同じだ」「いっし
ょ」と自分の答えを確認
している。 
・隣の人と共有するとき
に，プリントを見せ合っ
て解き方を確認してい
る。 
・わからない児童に教え
てあげる様子がある。 
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・視覚化…主にワークシートや電子黒板を用いた。児童は動画や動くものが好きで，普段の授業の
中でも動画や電子黒板を用いるときは前を向いて話を聞いているようだった。本研究で
も電子黒板の方に興味を持ち。前を向いて話を聞く児童が多かった。導入ではパワーポ
イントを用いて行った。イラストに動きを付けたり，児童になじみのある場所の写真を
活用することで，児童の興味を引くことができていた。第一時での導入で暗算に興味を
持った児童が多く，その後の活動にも意欲的に取り組めている児童が多く，スムーズに
活動ができた。集中が続きにくい B さんは，教師の口頭だけの説明では後ろを向くこと
が多かったが，電子黒板を活用した場面では前を向いて話を聞くことができていた。ワ
ークシートに対しては，「普段はノートばかりだからうれしい。」と話す児童もいた。B
さんもワークシートに自分の考えを，絵を使って時間いっぱい書いている様子があり，
ワークシートの活用は効果的だと感じた。クラス全体としても，問題やめあてを書く時
間が省かれたことで活動を始めるタイミングが揃い，活動に置いて行かれる児童がいな
かった。また，ワークシートにも文章だけでなく，絵を用いて場面や解き方のイメージ
をしやすくすることで，より自分の活動に集中できているようだった。 
 ・見通し…授業の流れを最初に提示し，ゴールがどこにあるのかを示すことで，活動にも安心して
取り組めていた。児童の「ふりかえり」の自由記述の欄に，「授業の流れで次に何をする
のかが分かってよかった。」と書いていた児童がおり，対象児以外にも授業の見通しを持
つことで活動がしやすいと感じる児童がいることが分かった。授業の初めに見通しを持
たせるために授業の流れを確認していたが，4 回の授業の中で段々と児童も慣れていき，
次の活動は何が来るのかを想定して活動に取り組んでいたり，前時との流れの違いに敏
感に気付いたりしていた。今何をしているのかを把握することは，多くの児童にとって
活動に安心して取り組める要素になっていた。 
 ・共有化…共有化はペア，グループ，全体と段々範囲を広げて行った。第一回目の授業ではあまり
手が挙がらず，発表をする児童も固定化しているようだったが，共有化を毎授業で行う
ことで発表に慣れたのか，手を挙げる児童が増えていった。書画カメラを用いた発表を
行ったことで興味を持つ児童が多く，「私もしてみたい」と手を挙げていた。B さんは，
ワークシートいっぱいに書いた暗算の考え方の絵を書画カメラで写すと嬉しそうな表情
になり，言葉はうまく出なかったが，みんなの前で発表をすることができた。A さんは
普段から自分の考えを話すことが好きで，隣の児童にも解き方を教えることが多く，今
回のペアやグループでの共有化は楽しそうに参加していた。周囲の児童も話しをしてい
る場面であったこともあり，A さんのことが特別目立つこともなく活動に参加できてい
た。導入の場面では教師の問いかけに積極的に答えてくれ，授業にも前向きに参加して
いるようだった。全体での発表が苦手な児童も，共有の範囲を狭くすることで友達と考
えを交換し，共有することができた。 
 
（2）D 組の児童に対して，暗算ワークシート①・②・③・④ふりかえりの 3 件法で行った質問の
結果を以下に示す。 
 
 
表 2 ふりかえり「わかった」の回答結果（D 組） 
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よくわかった 
 
わかった 
 
わからなかった 
ふりかえり① 18 名（72％） 6 名（24％） 1 名（4％） 
ふりかえり② 18 名（75％） 5 名（21％） 1 名（4％） 
ふりかえり③ 19 名（76％） 4 名（16％） 2 名（8％） 
ふりかえり④ 19 名（79％） 3 名（13％） 2 名（8％） 
 
表 4 ふりかえり「たのしかった」の回答結果（D 組） 
  
とてもたのしかった 
 
たのしかった 
 
たのしくなかった 
ふりかえり① 20 名（83％） 3 名（13％） 1 名（4％） 
ふりかえり② 20 名（87％） 2 名（9％） 1 名（4％） 
ふりかえり③ 20 名（80％） 3 名（12％） 2 名（8％） 
ふりかえり④ 19 名（79％） 3 名（13％） 2 名（8％） 
 
＜第一時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・場面設定の説明を実際
の写真を用いて行う。 
・問題文をイラストや図
を用いて表す。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・隣の席の友達に自分の
考えを説明する。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・H さんが電子黒板に表
示されたパワーポイン
トを見ながら，「わ，ち
ゃっかりやってきてる
やん。」と嬉しそうな表
情を見せた。 
・全員が前を見て話を聞
いている。 
・電子黒板に映る内容に
対し，「ここ知ってる」
などの反応を見せた。 
・駄菓子屋の写真を見て，
・「問題，一個だけしかしな
いんだね」と授業の流れ
を示したカードを見なが
ら話しかけてきた。 
・「先生，いまはとりくむの
ところじゃない？」と授
業の流れの矢印の位置を
理解していた。 
・授業の初めに，「授業の流
れ」について話すことで，
見通しを持つことができ
ている。 
・全体での発表の際に，手
を挙げている児童は 10
名ほどであり，児童の多
くが発表に前向きでは
ないように見えた。 
・式などの発表には手を
挙げられなかった児童
も，100 円玉などのカー
ドを用いての発表に関
心を持っている様子だ
った。 
・考えの発表に興味を持
脇部 通常学級における支援が必要な児童に対する手立て 
360 
買ったお菓子の話など
をし始める児童がいた。 
・導入で使ったパワーポ
イントに興味を示して
いる。 
・100 円玉を他の硬貨にす
るときに，前を向いて考
えている。 
・「100 円を 1 円玉で表す
とめんどくさい」と気付
きを挙げている。 
・電子黒板を使って発表
を行うことで，前を向い
て発表を聞くことがで
きている。 
・自分の考えを書いた後に
発表してもらうことを事
前に伝えると，発表する
ことを意識してワークシ
ートに考えを丁寧にまと
めている児童がいた。 
・考えを書く時間を長くと
っていたため，早く書き
終わった児童が時間を持
て余していた。 
って話を聞いている。 
・ワークシートに書いた
絵や式を使って発表す
ることで，自分の考えを
話しやすいようだった。 
・友達の発表を聞いて，自
分とは違う考え方に興
味を示している。 
 
＜第二時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・前時の振り返りを図式
化して示す。 
・児童の考えを画用紙に
まとめて黒板に貼り，い
つでも確認できるよう
にする。 
・児童の考えを書画カメ
ラで電子黒板に写し出
し，目で見て理解できる
ようにする。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・自分の考えを隣の人と
伝え合う。 
・クラス全体での発表を
行い，友だちの考えを知
る。 
・みんなの前で自分の考
えを伝える。 
・発表で指名する際には，
考え方の分類ごとにな
るように発表の順番を
考えて指名する。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・前時で発表した暗算の
考え方を，黒板に張り出
して振り返ることで，
「これ E さんの考えだ
・授業の流れを見ている児
童がいた。 
・「昨日と変わらない流れ
だね」と話していた。 
・近くの友達と考えを話
し合っていた。 
・考えを共有する時間に
解き方を教えてもらっ
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ったね」と児童も振り返
ることができた。 
・椅子の背もたれを気に
して後ろを向き続けて
いる児童が一名いた。 
・体をそわそわと動かし
ているが，目線は電子黒
板の方を向いて話を聞
いている。 
・黒板に貼った暗算の考
え方を確認しながら考
えをまとめている。 
・活動に迷うことなく取り
組めている。 
ていた。 
・全体での発表で話を聞
いていない児童が数名
いた。 
・他の児童の考え方に興
味を示していた。 
 
＜第三時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・暗算の振り返りを図式
化して行う。 
・電子黒板にルールをイ
ラストや文で示す。 
・100 になる 2 桁の数字の
組み合わせを黒板に記
しておく。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・100 になる 2 桁の数字の
組み合わせを隣の人と
共有する。 
・全体で発表し，共有す
る。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 
（人数） 
・活動説明やルール説明
を，電子黒板を使って行
うことで，前を向いて話
を聞いていた。 
・電子黒板に提示した例
を見ながら準備をして
いた。 
・例として出しているか
るたの枚数と，実際に使
うかるたの枚数が違っ
たことで児童が混乱し
・今日の活動について理解
できた。 
・児童のルールの理解が一
致せず，口論になってい
た。 
・かるたの流れが分からず
に机の下にもぐってしま
う児童がいた。 
・10 秒で暗算をすることが
難しい児童が活動に参加
することができていなか
・かるたの答えを共有し，
正解を確認した。 
・友達同士で暗算の答え
が正しいのか確認し合
っていた。 
・100 になる組み合わせを
全員で共有し，ワークシ
ートに書き加えていた。 
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ていた。 
・板書した 100になる組み
合わせを見て，他の組み
合わせはないか考えて
いた。 
った。 
 
 
＜第四時の授業＞ 
UD の視点 視覚化 見通しを持つ 共有化 
ねらい ・活動内容の理解の促進。 
・教科書の問題理解の促
進。 
・授業内容に興味を持た
せる。 
・次の活動への見通しを持
つ。 
・今何をしているのかを確
認し，活動への安心感を
持たせる。 
・友達の考えを知る。 
・自分の考えを友達に伝
える。 
手立て ・パワーポイントを用い
て導入を行う。 
・第 3時までに出てきた暗
算の考え方を画用紙に
図や式でまとめ，黒板に
貼る。 
・黒板の左側に授業の流れ
を提示する。 
・現在行っている活動を矢
印で示す。 
・児童と一緒に授業の流れ
を確認する。 
・計算方法について隣の
人と共有する。 
・全体で発表する時間を
つくり，共有する。 
・授業の感想を発表する
時間をつくる。 
児童の反応 ・前時の振り返りで 100に
なる組み合わせをたく
さん出せたことを思い
出していた。 
・電子黒板を見て話を聞
いていた。 
・黒板に貼っている暗算
の考え方を見て，解き方
をワークシートに書い
ていた。 
・書画カメラに映ったワ
ークシートを見ながら
発表を聞いていた。 
・発表で出た考えを黒板
にまとめ，児童はワーク
シートにメモをしてい
た。 
・「今日は考える時間が 2 つ
もある」「問題が 2 つあ
る」といつもとは授業の
流れが違うことに気付い
ていた。 
・問題文を読んだ後，すぐ
に暗算の考え方をワーク
シートに書きこんでい
る。 
・考えを書いたら発表をす
るという流れを意識して
活動していた。 
・2 つ目の活動に掛ける時
間が短くなり，活動が満
足にできていなかった。 
・書画カメラでの発表に
挙手をする児童の数が
増えた。 
・発表をしたい児童が多
く，時間がかかってしま
った。 
・ひき算の考え方の発表
がうまく進まなかった。 
 
＜授業の UD の視点に関する考察＞ 
・視覚化…導入ではパワーポイントを用いたが，実際に児童にも馴染みのある駄菓子屋の写真で興味
を持ち，前を向いて話を聞く児童が多かった。暗算の考え方では柔軟に数字を変えて考え
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てほしい思いもあり，100 円玉は 50 円玉や 10 円玉などでも表すことができることを，パ
ワーポイントを用いて表し，視覚的に児童の印象が残るようにした。問題文を読むだけで
は内容が理解できず，場面の想像が難しかった児童も実際の写真や絵を使って問題を確認
することによりスムーズに活動に入ることができていた。D さんは，教師が自分のために
ワークシートやパワーポイントを作ってきたということが嬉しかったようで，立ち歩きは
多少見られたが，第二時以外は隣の教室に行くことはなく教室で授業を受けていた。C さ
んはもともと絵を書くことが好きということもあり，ワークシートに自分の考えを絵を用
いて書く活動に集中していた。書画カメラでの発表の際には，友だちの考えが書かれたワ
ークシートを見ながら，説明を聞いている児童が多く，発表の際には口頭ではなく視覚的
に理解のできるものがあるといいと感じた。 
・見通し…授業のゴールを最初に提示することで，「これ終わったら授業おわり？」と授業の流れを意
識して活動に参加していた。授業の終わりが見えていることで，落ち着いて学習活動に参
加できている児童が多かった。授業の流れの「めあて，目標，問題」の順番や「一人で，
ペアで，全体で」の順番を毎授業同じにすることで，授業回数を重ねるごとに児童自身も
授業の流れを想定することができ，自然と次の活動を意識して取り組むことができていた。
見通しも継続して行うことで，より児童が授業を集中して受けることができると考えられ
る。 
・共有化…本学級は特に発表をする児童が少なく，手を挙げる児童が限られている状態であった。第
一時，第二時，第四時の授業は共有が中心のため，徐々に発表の形式に慣れることができ
るように発表の形式を変えずに発表の時間を取るようにした。活動の形式を変えずに行う
ことで，第四時の授業での発表には半数の児童が挙手をしていた。授業の「ふりかえり」
の自由記述には「いろんな考えをきけておもしろかった。またしたいです。」と書いている
児童もあり，自分以外の意見を聞き，いろんな考えがあることを知ることは児童にとって
面白いものになると感じた。 
 
4 まとめと今後の課題 
 本研究では，通常学級における支援の必要な児童に対して，算数の授業の UD の視点を用いて楽し
くわかる・できる授業を実践することを目的として，「視覚化」「見通し」「共有化」の 3 つの UD の
視点から電子黒板やワークシート，授業の流れを黒板に提示するなどの工夫をし，研究を行った。授
業のふりかえりとして行ったアンケート結果から得られた児童の理解度は，C 学級では約 97％，D 学
級では約 94％の児童が「よくわかった」「わかった」と回答しており，満足度では C 学級は約 98％，
D 学級は約 94％の児童が「とてもたのしかった」「たのしかった」と回答していた。以上の結果から，
本研究の目的は達成したと考えられる。 
実際の児童の様子として，第三時で行った「100 づくりかるた」の活動では勝ち負けにこだわる児
童が多く，負けてしまい泣く児童や口論になっている児童も見られた。活動内容を児童の実態に即し，
勝ち負けのないものにする必要があると感じた。また授業での活動の際に机の高さが揃わなかったり
班の人数が多すぎたりし，かるたのカードを見失ってしまったり輪の中に入りにくかったりしている
児童がいた。授業の構成だけに気が向いてしまっていたが，実際に再現してみるなど事前の教室環境
の確認や，班の人数の確認を行うとより児童の活動がスムーズになると考えられる。本研究では授業
内容や活動の提示の仕方を中心に考えて手立てを行ったが，実際の児童の様子から教室環境にも気を
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付けるとよりよい授業になると感じた。 
最後に，来年度から教員として児童と関わっていくが，児童の実態にあった授業を行っていけるよ
うにしたい。経験の少なさもあり，余裕がなく自分のことに精一杯になってしまうことが多いため，
周りのことにも気を配ることができるように余裕を持って児童に接することができるように成長して
いきたい。今後の課題としては，授業の中で手立てとして行ったことを一過性のものとせず，継続し
て支援の一つとして行っていくことが必要だと考える。児童の可能性を広げる手助けとなるような支
援を意識して今後も取り組みたい。 
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